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事業事前評価表 

１．協力対象事業名 

 ヴィエトナム国 中部地方橋梁改修計画 基本設計調査 

２．我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1)  我が国は、ヴィエトナム国（以下「ヴィ」国）の安定がインドシナの平和と安定に極めて重要で

あること、一人当り GNP が低く援助需要が高いこと、政治･経済･文化面等で両国が緊密な関係にあ

ること、我が国を含む域内外諸国との関係改善･拡大を進めてきていること等を踏まえ、「ヴィ」国

に対する援助を実施している。 

 

(2)  「ヴィ」国における道路整備状況は、①インドシナ及びヴィエトナム戦争によって数多くの道路

が破壊されたこと、②財政政策の一環として、道路をはじめとする経済インフラ整備に対する投資

を抑制していたこと等により、高まり続ける交通需要に対して、非常に遅れている。ドイモイ政策

導入以降、「ヴィ」国は、急速にインフラ整備を進めているものの、依然として不足しており、経済

発展の阻害要因となっている。とくに、「ヴィ」国の中でも最貧の中部地域においては、橋梁が依然

未整備であるところが多く、増水時には交通が遮断されるほか、重量車輌交通はもとより車輌交通

も困難な橋梁も多く、地域住民の日常生活を阻害する一因となっている。 
 
 

３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

 本プロジェクトは、中部地方 18 省の地方道（省道・郡道・村道）において、中小規模の橋梁の架け
替え・新設を行うことにより、中部地方の安全かつ円滑な交通を通年にわたって確保する。 

4. 協力対象事業の内容 

（1） 対象地域 

｢ヴィ｣国の中部地方 18省(Than Hoa 省から Binh Tuan 省までの 17省と DaNang 市) 
（2） アウトプット 

中小規模の橋梁 45橋が整備される。 

表：対象橋梁の現況 

仮設鋼桁 木橋 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋 吊橋 現橋無し、または潜水道路 

19 1 6 4 15 

（3） インプット 

ア．施設建設型 

① 22 ヶ所の中小橋梁の建設 

イ． 資材調達型 

① 23 橋梁の上部工鋼材の調達 

② 下部工建設及び上部工鋼桁架設に必要な技術支援  

（4） 総事業費 

ア．施設建設型：32.55 億円（日本側約 32.05 億円、ヴィエトナム国側約 0.50 億円） 

イ． 資材調達型：18.5 億円（日本側 7.39 億円、ヴィエトナム国側 9.86 億円） 

（5） スケジュール 

ア． 施設建設型：詳細設計期間を含め約 45.5 ヶ月を予定 

イ． 資材調達型：詳細設計期間を含めて約 12.5 ヶ月を予定 

（6） 実施体制 

 運輸省 計画管理局 18（PMU18）と各省交通運輸局（DOT）が建設 

 各省交通運輸局（DOT）が運営・維持管理を担当 
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5.プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトにて裨益を受ける対象の範囲及び規模 

直接裨益人口：対象橋梁沿道住民 約 212 万人 

間接裨益人口：中部地方18省   約2,128万人 

 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）を示す成果指標 

1)  安全かつ円滑な交通の確保 

既設橋梁の多くは、老朽化した木橋、吊橋、ベーリー橋であるため、損傷が著しく、落橋、流出の

危険性が高い。また橋梁が流出したかあるいは無いため、雨期には渡河が不可能の地点も多い。  

橋梁の新設、架け替えを実施することにより、協力対象地域の安全かつ円滑な交通が確保される。 

 

 実施前（2001年） 実施後（2005年） 

平均日交通量 
0～460台/日 

平均40台/日 

120～600台/日 

平均350台/日 
（注1） 平均は45橋平均とする。 

 

2) 通年交通の確保 

洪水時や雨季に通行不能となる河川に橋梁を建設することにより、通年交通が確保される。 

 実施前（2001年） 実施後（2005年） 

年間通行不能日数 1～2週間 0日（43橋平均）（注2） 
（注2） ただし、Np.67及びNo.79のRCスラブ橋2橋梁については年間平4～7日。 

 

3) 大型車輌の通行 

耐荷力の高い橋梁が建設されるため、13トンまでの大型車両の通行が可能となった。 

 

６．外部要因リスク 

(1) 着実な維持補修の実施 

 橋梁本体は耐久性の高い構造であるが、耐候性鋼材を使用しない橋では、約 1回/10 年の塗装及び対

象橋梁に接続する取付道路については、適切に維持補修を行わないと、橋梁の機能が十分に発揮され

ない。 

７．今後の評価計画 

(1) 事後評価に用いる成果指標 

①平均日交通量 

②年間通行不能日数 

(2) 評価のタイミング 

施設供用開始後５年以降に実施予定。 

注）プロジェクトとは協力対象事業が完成し、相手国がそれを運営することで成果が発現するもの。 
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